要領・様式３
こども発達支援事業業務委託　企画提案書
【留意事項】

１　基本事項

（１）各項目について、Ａ４判、縦向きで作成すること。

（２) 追加提案や追加資料の配布及び投影は認めない。ただし、補足として、図又は

イラストを作成すること及び事務局から提出を求められた資料についてはこの
限りではない。
※Ａ４判、横向き可、彩色可。

（３）各項目について、添付書類の指示がある場合には添付すること。

（４) 項目ごとに両面で印刷すること。

（５) 企画提案書及び図又はイラストの合計頁数は、40頁以内とすること。

ただし、指示のある添付書類を除く。

（６）各設問に対応するインデックスを貼付し、１冊のフラットファイルに調製する
こと。

２　基本様式

　(１)　余白　　　　上下左右21ミリ

　(２)　行数　　　　27行

　(３)　文字数　　　38文字

　(４)　ポイント　　12ポイント

　(５)　フォント　　MS明朝　

　(６)  使用ソフト　Microsoft Word

３　正本と副本

　(１)　正本（１部）と副本（11部）とが識別できるようにすること。

　(２)　副本には、提案者名は記述しないこと。

　(３)　正本の企画提案書には、提案者名を記述した表紙（任意様式）を付けること。

４　その他

　　本紙に記載していること以外については、実施要領に従うこと。

企画提案書の調製のしかた（イメージ）
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	１　法人の目的・理念について記入してください。

	

	２　発達に不安や特性のあるこども及びその保護者への支援について、これまでの実績を記入してください。なお、本事業に活かすことができる、園、学校、その他関係機関との連携実績がある場合は併せて記入してください。

	

	３　法人経営及び本事業の運営を継続的・安定的に実施するための、具体的な取組について記入してください。（添付書類：「前３事業年度の貸借対照表及び損益計算書又は事業実績報告書及び収支決算書」、「現事業年度の事業計画書、収支予算書又はこれに類するもの」、「収支計画書」）

	

	４　本事業の質を確保しながら、効率的な事業運営を行うための取組や工夫について記入してください。また、提案内容に対して経費の妥当性について説明してください。（添付書類：「収支計画書」、「見積書」）

	

	５　安定的かつ質の高い支援を継続して実施するため、次の事項について記入してください。
1 委託開始後の人員体制と人員配置（専門職の場合は職種名を記載し、また正規、非正規、派遣などの判別がつくように表記すること）
2 職員育成及び専門性の向上に向けた取組

	

	６　職員処遇及び人材確保・定着に向けた取組について、欠員等が生じた場合の代替要員体制も含めて記入してください。
（添付書類：「労働分野に関する質問回答書（要領・様式４）」、「就業規則」）

	

	７　こども及び保護者が安心して利用できる事業とするため、緊急時（災害、事故、急病等）の対応体制、虐待防止の取組、送迎・乗降・引渡しを含む事業実施時の安全管理について記入してください。

	

	８　本事業は、発達に不安や特性のあるこどもとその保護者を早期に支援し、こどもの育ちを支えるとともに、家庭や園、就学後の生活につなげていくことを目的としています。この趣旨を踏まえ、発達に不安や特性のあるこども及び保護者への支援において大切にする考え方と、その考え方を実際の支援にどのように反映するかについて記入してください。

	　


	９　親と子の相談支援事業については、発達に悩む親子が安心して相談でき、こどもの発達特性の見立てや保護者の受容支援を行いながら、必要な支援につなぐことを目的としていますが、対応する職員の職種・役割、具体的な実施手法、相談から支援につなぐまでの流れ及び関係機関との連携方法について記入してください。

	

	10　「ちびっこ」「にこにこ」及び「ここのね」については、療育そのものではなく、こどもの特性やその子に合った関わり方を見極め、家庭や園での支援につなげることを重視しています。対象年齢、発達段階、参加形態、事業の目的等を踏まえ、それぞれの支援内容・プログラムについて記入してください。

	

	11　事業で把握したこどもの特性や有効な関わり方について、保護者や所属園にどのようにフィードバックし、家庭や園での生活につなげていくか、具体的な取組について記入してください。

	

	12　就学後の生活を見据え、学校、教育委員会等とどのように連携し、こどもの特性や有効な関わり方について引き継ぎ、就学後の切れ目のない支援につなげていくか記入してください。

	

	13　発達に関する相談や支援を必要とする家庭が、心理的な負担を感じることなく安心して本事業につながり、継続して利用できるための取組について、周知や関わり方の工夫について記入してください。また、保護者の就労状況や兄弟児等の養育等、それぞれの家庭状況に応じて利用しやすくするための柔軟な取組について提案してください。

	

	14　本事業の効果について、どのような指標・方法により評価するのかを記入してください。また、その評価結果を支援内容及び事業運営の継続的な改善につなげる具体的な手法についても示してください。

	

	15　法人の専門性、経験及びノウハウを生かし、本事業の効果をより高めるために有効と考える取組があれば提案してください。

	


↤通し番号↦
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